
 ふれあい
　サイドストーリー
 ふれあい
　サイドストーリー

を繰り返し、上手に書けたものに名前を
入れて作品を仕上げました。
　昨年までは全員が学年ごとに決めら
れた課題に取り組んでいましたが、今年
は自分で決めた目標を課題にした児童
もいました。渡部結衣さん（５年）は「絶

新年の意気込みを筆に込めて―  岩城地域で「新春書き初め会」
　岩城地域で恒例の新春書き初め会が
１月５日に岩城会館で開かれました。
会場には地域の小中学生14人が集まり、
保護者や講師のアドバイスを受けながら
真剣な表情で筆を走らせました。20年
以上講師を務める伊藤雅人さん（60歳・
岩城亀田愛宕町）は「１年のスタート
なので、形にとらわれすぎずに力強く書
いてもらいたい」と話し、子どもたちの
様子を見て回りながら、文字の中心を
意識することや筆の運び方のコツなどを
指導していました。途中、思うように書
けずに紙をくしゃくしゃにしてしまう児童
も見られましたが、騒いだり投げ出した
りすることなく静かな空間の中で練習

Interactive
Side Story

対優勝」という文字を何度も書き込み
「バドミントンの大会で優勝するのが目
標。今まで得意にしてきた守りだけでは
なく、今年は攻めるバドミントンをがん
ばりたい」と決意を新たにしていました。
　
　

12

踊
り
」
に
加
え
、
チ
ー

ム
独
自
で
音
楽
や
振
り

付
け
を
作
り
上
げ
る

「
チ
ー
ム
演
舞
」
を
練

習
し
、
汗
を
流
し
て
い

ま
す
。
結
成
当
時
か
ら

人
数
が
減
少
し
た
た
め
、

現
在
は
単
独
で
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
す
る
こ

と
は
難
し
く
な
っ
た
も

の
の
、
交
流
の
あ
る
チ

ー
ム
と
合
同
で
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
り
、
福

祉
施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
出
向
い
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
の
長
女
紫

陽
さ
ん
（
14
歳
）
と
次

女
翠
玲
さ
ん
（
13
歳
）

は
小
学
校
入
学
前
か
ら

よ
さ
こ
い
に
触
れ
、
現

在
も
学
業
の
傍
ら
伊
藤

さ
ん
と
一
緒
に
練
習
に

参
加
す
る
こ
と
が
多
い

そ
う
で
す
。
「
イ
ベ
ン

ト
や
お
客
さ
ん
の
前
な

ど
で
踊
っ
た
こ
と
は
な

い
け
ど
、
練
習
で
踊
る

だ
け
で
も
楽
し
い
か
ら

こ
れ
か
ら
も
続
け
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

　

今
後
の
目
標
は
少
し

で
も
長
く
活
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
。
「
結
成

当
時
の
よ
う
に
は
活
動

で
き
な
く
な
っ
た
け
ど
、

週
１
回
の
運
動
と
思
っ

て
続
け
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
絶
や
さ
ず
に
、
南

琉
呼
の
チ
ー
ム
演
舞
を

な
ん
と
か
次
の
世
代
に

継
承
し
て
い
け
た
ら
」

と
話
す
伊
藤
さ
ん
。
力

強
い
曲
調
と
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
迫
力
の
あ

る
踊
り
は
、
そ
ん
な
熱

意
を
表
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

代表の伊藤博昭さん（右）

大人に負けじと
子どもたちも一
生懸命練習を繰
り返します。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で
活
動
す
る
団

体
を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
第
８
回
は
「
南
琉
呼
」
で
す
。

市
内
で
活
動
す
る
団
体
を
紹
介

熱
中　夢
中

8
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南　琉　呼

想い込めた「チーム演舞」を
未来へ継承したい

　
　

設
立
は
平
成
12
年
。

　
　

旧
岩
城
町
の
教
育

　
　

委
員
会
の
事
業
を

き
っ
か
け
に
、
代
表
の

伊
藤
博
昭
さ
ん
（
44
歳

・
岩
城
亀
田
亀
田
町
）

を
は
じ
め
と
し
た
若
者

が
声
を
掛
け
合
い
、
地

元
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
よ
さ
こ
い
チ
ー
ム

「
南
琉
呼
」
を
結
成
し

ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
と
は
高
知

県
の
よ
さ
こ
い
祭
り
を

発
祥
と
し
、
チ
ー
ム
で

お
そ
ろ
い
の
衣
装
に
身

を
包
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

曲
調
に
合
わ
せ
て
ダ
ン

ス
を
踊
る
も
の
で
す
。

北
海
道
の
「
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
」
や
宮
城
県
の
「
み

ち
の
く
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
祭
り
」
な
ど
全
国
各

地
に
広
ま
っ
て
お
り
、

秋
田
県
で
も
「
ヤ
ー
ト

セ
（
秋
田
民
謡
で
使
わ

れ
る
掛
け
声
が
語
源
）」

と
い
わ
れ
る
秋
田
民
謡

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の

が
披
露
さ
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
大
人
と

子
ど
も
を
合
わ
せ
て
５

人
で
、
週
１
回
岩
城
会

館
で
練
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
が
踊
れ

る
よ
う
な
曲
調
や
振
り

付
け
で
作
ら
れ
た
「
総
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ゲレンデへ、いざ出発！
本格的なウィンターシーズンを迎えた１月２日、鳥海高原矢島
スキー場は多くの来場者でにぎわいました。交流センター前で
はスキースクールを受講した子どもたちが、講師から基本動作
などを教わりゲレンデへの第一歩を目指していました。
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スキー場は多くの来場者でにぎわいました。交流センター前で
はスキースクールを受講した子どもたちが、講師から基本動作
などを教わりゲレンデへの第一歩を目指していました。
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連
携
し
て
人
口
減
少
対
策
な
ど
を
強
化

に
か
ほ
市
と
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結

　
本
市
と
に
か
ほ
市
が
12
月
25

日
に
「
本
荘
由
利
地
域
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
両
市
が
連
携

し
て
医
療
や
産
業
振
興
、
教
育

文
化
振
興
、
地
域
公
共
交
通
、

移
住
の
促
進
、
人
材
育
成
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。

　
協
定
締
結
式
は
由
利
本
荘
市

役
所
で
行
わ
れ
、
長
谷
部
市
長

は
「
今
後
は
両
市
の
連
携
を
さ

ら
に
強
化
し
、
地
域
活
性
化
に

向
け
、
人
口
減
少
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
て
い
き
た
い
」
と
、
市
川
雄

次
に
か
ほ
市
長
は
「
両
市
は
経

済
圏
の
み
な
ら
ず
、
生
活
圏
な

ど
に
お
い
て
も
全
て
同
一
で
す
。

今
回
の
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、

連
携
が
さ
ら
に
前
に
進
む
こ
と

　市長の長谷部です。12月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

　
昨
年
度
（
平
成
29
年

度
）
、
本
市
が
行
っ
た
八
つ

の
事
業
に
対
す
る
市
外
部
評
価

委
員
会
の
結
果
報
告
書
が
こ
の
ほ

ど
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ま
に
提
案
い
た
だ
い

た
ご
意
見
な
ど
を
真
摯
に
受
け
止
め

ま
し
て
、
検
討
を
図
り
、
今
後
の
事

業
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
で
の
評
価
作
業
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

12月15日（土）
○鳥海地域川内地区で行政懇談会が開催されました

　
行
政
協
力
員
を
は
じ
め
各
種

団
体
の
皆
さ
ま
な
ど
約
80
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
市
か
ら

鳥
海
地
域
に
か
か
る
主
要
事
業

の
説
明
や
私
の
講
話
な
ど
を
行

い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
市
政
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

12月20日（木）
○市外部評価委員会から結果報告書が提出
　されました

を
念
願
し
て
お
り
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
両
市
は
今
後
協
議
を
進
め
な

が
ら
、
年
度
内
に
具
体
的
な
内

容
を
盛
り
込
ん
だ
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰

民
生
児
童
委
員
の
東
海
林
さ
ん

　
長
年
に
わ
た
り
民
生
児
童
委

員
と
し
て
社
会
福
祉
の
推
進
に

尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

東
海
林
秋
夫
さ
ん
（
72
歳
・
岩

野
目
沢
）
が
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
海
林
さ
ん
は
平
成
７
年
か

ら
民
生
児
童
委
員
を
務
め
、
現

在
は
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

副
会
長
と
し
て
、
地
域
住
民
の

福
祉
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
伝
達
式
は
12
月
19
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
、
長
谷
部
市
長
か

ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
海
林
さ
ん
は
「
名
誉
あ
る

表
彰
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。
同
僚
や
先
輩

を
は
じ
め
多
く
の
方
の
ご
指
導

と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
長
年

務
め
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
喜
び
を

話
し
ま
し
た
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年
に
第

二
次
の
学
校
環
境
適
正
化
検
討
委
員
会

（
委
員
長
：
秋
田
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科

学
技
術
学
部
松
本
真
一
学
部
長
、
委
員
25

人
）
を
組
織
し
ま
し
た
。

　
検
討
委
員
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地

域
住
民
と
の
意
見
交
換
を
重
ね
、
昨
年
３

月
に
「
本
荘
地
域
１
中
学
校
区
、
１
小
学

校
・
１
中
学
校
」
を
将
来
的
目
標
に
据
え

た
第
一
次
の
提
言
書
を
佐
々
田
教
育
長
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
検
討
委
員
会
で
は
、
地
区
や

学
校
単
位
で
「
こ
れ
か
ら
の
学
校
を
語
る

会
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
や
保

護
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
三

カ
年
通
算
19
回
に
わ
た
る
委
員
会
協
議
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど

調
査
研
究
に

基
づ
く
「
第

二
次
提
言
」

が
ま
と
ま
り
、

松
本
委
員
長

か
ら
佐
々
田

教
育
長
に
提

出
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

〜
本
荘
地
域
の
小
学
校
適
正
化
に
向
け
〜

『
学
校
環
境
適
正
化
基
本
計
画
』
策
定
へ

　
教
育
委
員
会
で
は
、
検
討
委
員
会
の
提
言

を
十
分
に
検
討
す
る
ほ
か
、
今
後
「
第
二
次

提
言
報
告
会
」
を
開
催
し
、
保
護
者
や
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｃ

Ｓ
）
関
係
者
、
地
域
の
方
々
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
年
度
内
に
『
学
校
環
境
適
正
化
基

本
計
画
』
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
次
の
日
程
で
「
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

第
二
次
提
言
を
踏
ま
え
た
皆
さ
ん
の
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い
の
地
区
に
限

ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ど
の
会
に
も
参
加
で
き

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

第二次提言（概要）「本荘地域の適正な小学校のあり方」 

学校再編方針
　本荘東中学校区、本荘南中学校区の小学校５校を２校に再編し、それぞれの中学校区に
小学校を１校ずつ配置する。その際、学区再編を併せて行い、小学校・中学校への通学距
離の均衡など、適正な配置を図る。  
１．学校統合【５校から２校へ】
　①石沢小学校・小友小学校・子吉小学校、および尾崎小学校区の一部を含めた学校統合
　　を行い、新統合小学校を建設する。 
　②新統合小学校建設には年数を要することから、開校までの期間における複式学級を早
　　期に解消するため、段階的統合を進める。 
　③文部科学省が示している適正規模、適正配置に基づいた均衡ある学校を構築するため、
　　平成３年度２校に分離した鶴舞小学校と尾崎小学校を再統合する。 
２．学区再編【５学区から２学区へ】 
　①学区再編にあたっては「１中学校区、１小学校・１中学校」の基本方針を重視し、 本
　　荘東中学校区の小学校統合の検討と併せて、鶴舞小学校と尾崎小学校の学区も検討し、
　　小学校５校の学区を２校の学区に新たに再編成する。 
　ただし、新統合小学校の建設や学区編成には年数を要すると考えることから、慎重に議
論を進め、市民意識の成熟（合意形成）を踏まえて行う必要がある。 

○段階的措置
　新統合小学校の開校までには相当の年数を要するため、段階的措置としてさまざまな案
を検討したが、結論としては、平成31年度より複式学級の導入規定に該当する石沢・小
友小学校２校の段階的統合を、閉校に向けた準備が整い次第早急に進めるのが望ましい。
　またその時期については、石沢小学校に複式学級が複数生じる年度である平成33年４
月を目標に進めるのが望ましい。 
○結　言
　学校再編は、本市において非常に重要な施策であるとともに、多くの経費を要するもの
である。このため、『由利本荘市総合計画 新創造ビジョン 後期五カ年計画（平成32～36
年度）』に位置付け、実現性をもって計画的に進める必要があると考える。そして、早い
段階から情報を提示し公表することは、現在子育て中の保護者の不安を解消し、安心して
子育てできる教育環境の構築にもつながるものと考える。

○本荘地域学校環境適正化第二次提言報告会

※60～90分ほどを予定しています。

日　時 会　　　　場
１月27日㈰
　13時半～

小友公民館（行政懇談会時）
［小友小学校区］

１月28日㈪
　18時～

ウッディホールこだま
［石沢小学校区］

１月31日㈭
　18時半～

子吉小学校
［子吉小学校区］

２月４日㈪
　18時半～

鶴舞小学校
［鶴舞小学校区］

２月７日㈭
　18時～

尾崎小学校
［尾崎小学校区］

２月19日㈫
　18時半～

カダーレ
［鶴舞・尾崎・子吉小学校区］

学
校
環
境
適
正
化
検
討
委
員
会
「
第
二
次
提
言
書
」
提
出

左から渡部市議会議長、長谷部市長、市川にかほ市長、
佐藤にかほ市議会議長

し
ん
し

（全文は市ホームページで公開しています）

問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課

☎
32―

１
３
０
５
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本
荘
地
域
の

市
役
所
出
張
所
業
務
を
終
了
し
ま
す

1

投
票
区
・
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

3

　
本
荘
地
域
の
出
張
所
業
務
は
、

平
成
31
年
度
か
ら
一
部
を
終
了
し

公
民
館
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。
各

種
証
明
書
類
交
付
な
ど
の
窓
口
業

務
は
終
了
し
ま
す
が
、
地
区
の
要

望
の
受
け
付
け
、
市
役
所
と
の
連

絡
調
整
な
ど
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

各
地
区
公
民
館
が
行
い
ま
す
。

廃
止
す
る
出
張
所

○
子
吉
出
張
所

○
小
友
出
張
所

○
石
沢
出
張
所

○
北
内
越
出
張
所

○
松
ヶ
崎
出
張
所

廃
止
の
時
期
　
４
月
１
日
㈪

取
り
扱
い
を
終
了
す
る
主
な
業
務

○
各
種
証
明
書
類
・
写
し
の
交
付

○
住
民
票
異
動
・
戸
籍
・
印
鑑
登

　
録
・
国
民
健
康
保
険
関
係
の
受

　
け
付
け

平
成
30
年
分
の

「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す

2
　
各
地
域
の
申
告
相
談
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
本
紙
２
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ

す
る
ほ
か
、
地
区
割
り
日
程
や
会

場
は
支
所
だ
よ
り
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
申
告
相
談
期
間
】

○
岩
城
・
由
利
・
大
内
・
鳥
海

　

　
２
月
12
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈮

○
西
目
・
東
由
利

　
２
月
13
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈮

○
本
荘
・
矢
島

　
２
月
14
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈮

※

本
荘
地
域
の
申
告
会
場
は
、
従

来
の
鶴
舞
会
館
か
ら
広
域
行
政
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
隣
）
３
階
学
習

ホ
ー
ル
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
参
考

に
市
内
投
票
区
の
再
編
を
行
い
、

左
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　

　
な
お
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は

平
成
31
年
４
月
７
日
実
施
予
定
の

秋
田
県
議
会
議
員
選
挙
か
ら
と
な

り
ま
す
。
投
票
に
行
く
際
に
は
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
送
付
さ

れ
る
ご
自
分
の
入
場
券
で
投
票
所

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
有
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
区
再
編
に
あ
た
っ
て

　
本
市
で
は
、
合
併
後
か
ら
数
回

に
わ
た
り
地
域
ご
と
に
投
票
区
の

再
編
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

未
再
編
地
域
で
の
投
票
区
設
置
状

況
の
格
差
（
有
権
者
最
大
３
５
０

０
人
、
最
小
70
人
）
、
少
子
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
有
権
者
数
の
減
少

近
年
の
投
票
行
動
の
変
化
（
期
日

前
投
票
者
50
％
以
上
）
な
ど
を
勘

案
し
、
各
投
票
区
の
バ
ラ
ン
ス
と

投
票
所
環
境
の
改
善
、
有
権
者
の

安
全
安
心
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
投
票
区
の
再
編
を

行
い
ま
し
た
。

　
選
挙
は
国
民
が
政
治
に
参
加
す

る
最
大
の
機
会
で
あ
り
、
選
挙
管

理
委
員
会
と
し
て
は
、
選
挙
制
度

の
動
向
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
市

民
の
皆
さ
ん
が
投
票
し
や
す
い
環

境
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

物
品
を
売
り
払
い
ま
す

4

平
成
31
年
度
「
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

補
助
金
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す

5

　
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
次
の

物
品
を
売
り
払
い
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
物
品
写
真
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

入
札
物
品
①

○
物
品
名
　
ニ
ッ
サ
ン
・
ウ
イ
ン

　
グ
ロ
ー
ド

○
年
式
　
平
成
15
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
２
万
２
千
円

○
そ
の
他
　
バ
ッ
テ
リ
ー
不
調
。

　
エ
ン
ジ
ン
マ
ウ
ン
ト
に
経
年
劣

　
化
あ
り
。
さ
び
・
擦
り
傷
あ
り

　
夏
タ
イ
ヤ
付
き
。
平
成
24
年
に

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
交
換
（
リ
ビ
ル
ド

　
品
）
。

入
札
物
品
②

○
物
品
名
　
ホ
ン
ダ
・
バ
モ
ス
ホ

　
ビ
オ

○
年
式
　
平
成
16
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
４
６
３
０
円

○
そ
の
他
　
ボ
デ
ー
・
フ
レ
ー
ム

　
の
腐
食
が
著
し
い
。

入
札
物
品
③

○
物
品
名
　
三
菱
・
キ
ャ
ン
タ
ー

　
（
２
㌧
ダ
ン
プ
）

○
年
式
　
平
成
14
年
登
録

○
最
低
売
却
価
格
　
20
万
円

○
そ
の
他
　
排
気
管
の
腐
食
・
劣

　
化
の
た
め
排
気
漏
れ
あ
り
。
ボ

　
デ
ー
に
へ
こ
み
・
さ
び
あ
り
。

　
助
手
席
側
後
輪
フ
ェ
ン
ダ
ー
に

　
割
れ
あ
り
。

入
札
物
品
④

○
物
品
名
　
フ
ジ
イ
・
ス
ノ
ー
ロ

　
ー
タ
リ
ー
（
除
雪
機
）

○
年
式
　
平
成
21
年
式

○
最
低
売
却
価
格
　
60
万
円

○
そ
の
他
　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び

　
オ
ー
ガ
ギ
ア
ボ
ッ
ク
ス
の
オ
イ

　
ル
漏
れ
あ
り
。
ク
ロ
ー
ラ
ー
の

　
摩
耗
・
損
傷
に
よ
り
要
交
換
。

　
修
繕
に
40
万
円
以
上
か
か
る
可

　
能
性
あ
り
。
　

公
開
連
絡
先

①
東
由
利
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

　
ス
課
　
☎
69̶

２
１
１
０

②
鳥
海
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

　
課
　
☎
57̶

２
２
０
１

③
鳥
海
総
合
支
所
建
設
課

　
☎
57̶

２
２
０
４

④
鳥
海
教
育
学
習
課

　
☎
57̶

２
８
８
１

※

あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
札
関
係
書
類
の
交
付
と
公
開
期

間
　
１
月
21
日
㈪
〜
28
日
㈪
　
９

時
〜
17
時
（
平
日
の
み
）

書
類
交
付
の
場
所
　
管
財
課
（
市

役
所
増
設
棟
２
階
）

※

期
間
内
に
書
類
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
入
札
に
参
加
で

き
ま
せ
ん
。

　
市
民
団
体
や
町
内
会
な
ど
が
行

う
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

◇
一
般
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

　
市
民
団
体
な
ど
が
行
う
、
地
域

の
文
化
・
交
流
・
観
光
事
業
や
地

域
づ
く
り
・
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
助

成
し
ま
す
。

対
象
事
業
　
地
域
住
民
が
連
携
し

て
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、
平
成
31
年
４
月
か

ら
平
成
32
年
３
月
ま
で
に
実
施
す

る
も
の

補
助
金
の
額
　
補
助
対
象
経
費
の

４
分
の
３
以
内
（
環
境
美
化
活
動

な
ど
は
10
分
の
９
以
内
）

※

補
助
限
度
額
50
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

○
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

　
ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事

　
業

○
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

　
る
事
業

○
修
繕
料
、
委
託
料
、
工
事
請
負

　
費
の
み
の
事
業

○
物
販
が
主
目
的
の
事
業

◇
町
内
会
・
自
治
会

　げ
ん
き
ア
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
事
業

　　
町
内
会
や
自
治
会
な
ど
が
地
域

の
活
力
増
進
と
連
帯
感
の
創
出
を

図
り
な
が
ら
「
夢
の
実
現
」
や

「
課
題
解
決
」
を
行
い
、
自
主
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
目
指
す
事
業

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

対
象
事
業
　
町
内
会
や
そ
の
連
合

体
が
行
う
地
域
づ
く
り
活
動
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
平
成
31
年
４
月

か
ら
平
成
32
年
３
月
ま
で
に
実
施

す
る
も
の

補
助
金
の
額
　
補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
９
以
内

※

補
助
限
度
額
10
万
円
（
た
だ
し

予
算
の
範
囲
内
）

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
事
業

○
宗
教
的
、
観
光
・
慰
労
目
的
、

　
ま
た
は
個
人
に
対
す
る
助
成
事

　
業

○
市
の
他
の
助
成
制
度
に
該
当
す

　
る
事
業

申
し
込
み
方
法
・
期
限
（
２
事
業

共
通
）
　
２
月
15
日
㈮
ま
で
、
事

業
要
望
書
と
添
付
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

入
札
日
時
　
１
月
31
日
㈭
　
10
時

※

10
時
に
会
場
に
い
な
い
場
合
は

辞
退
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

入
札
場
所
　
市
役
所
正
庁

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

☎
24―

６
３
９
０

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課

☎
24―

６
２
３
１

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

☎
24―
３
３
２
１

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課 

☎
24―

６
３
０
２

ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課

。

問
い
合
わ
せ
先

管
財
課

☎
24―

６
２
６
２

事業活用団体のイベントの様子

●新投票区・投票所（再編箇所のみ掲載）

※太字が変更箇所です。  
※岩城地域の投票区の区域は大字ですが、駅前町内で大字勝手の方は
　岩城第４投票区になります。  

美倉町、中竪町、谷山小路、油小路、
上横町、中横町、桶屋町、鍛冶町、
東日役町、西日役町、後町、猟師町、
大町、中町、肴町、田町
蓼沼
愛宕町、千刈、大鍬町
本田仲町、御門町、東御門町、桜小
路、東裏尾崎町、西裏尾崎町、東表
尾崎町、西表尾崎町、永泉寺門前、
五軒町、栄町１丁目、萬生苑、寿荘
大泉寺山、和泉町、古雪町、観音町、
片町、浜ノ町、栄町２丁目、栄町３
丁目、旭町
上万願寺、下万願寺、新田、荒町、
三条、新道、二十六木、大中ノ沢、
館前、大沢、金山、南ノ股、北ノ股
三ッ方森、山内、大簗、鳥田目、一
本木、館、柳生、櫛引、烏川、鮎瀬
本田、鮎瀬新田、上野、雪車町、宮
沢、滝ノ沢、栗山、新山崎、湯沢
内越、赤田、内黒瀬
神沢、折林、親川、芦川、深沢
上蛇田、下蛇田、六呂田、下黒川、
上黒川
冨田、泉田、滝俣、福俣
二古、内道川
勝手
君ヶ野、道川
吉沢、新上条、山本、土倉、蟹沢
奉行免、新屋敷、米山、森子
明法、西小路、馬喰町、大町、小友
町、神町、仲町、上町、後小路、山
王町、館町、天神町、東町、ゆりが
丘、東中沢、大水口、飯沢、陳ヶ森、
曲沢、黒沢
小菅野、久保田、五十土
寺田、立井地、沢口、山崎、蒲田、
南福田、町村、西上原
中畑、平石、堰口、二タ子、田代、
屋敷、南由利原

投票区の区域投票所（予定）投票区

由利本荘市
コミュニティ
体育館

蓼沼公民館
千刈公民館

市役所本庁舎

ボートプラザ・
アクアパル

小友公民館

ウッディホール
「こだま」

北内越公民館
松ヶ崎基幹集落センター

いわもと会館

泉田会館
岩城会館
勝栄会館
道川公民館
山本コミュニティセンター
新屋敷集落会場

由利コミュニティ
センター「善隣館」

五十土会館
ふれあい館
「鮎川」

堰口集落会場

本荘第１

本荘第４
本荘第５

本荘第６

本荘第７

小友

石沢

北内越
松ヶ崎第２

岩城第２

岩城第３
岩城第４
岩城第５
岩城第６
由利第１
由利第２

由利第３

由利第４

由利第５

由利第６

、

、

、
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▶▶催し
■認知症カフェ（オレンジカフェ）
　認知症の方本人またはその家族、
地域住民など誰でも参加できます。
①オレンジ喫茶
　日時　１月18日㈮　14時～16時
　会場　コミュニティケア大内（岩
　　谷町字西野209）
　参加料　500円
　内容　茶話会　　
　問　小笠原さん　☎６２－０８０５
　　※送迎相談可
②認知症の人と家族のつどい
　日時　１月26日㈯　14時～15時半
　会場　NPO法人由利本荘にかほ市
　　民が健康を守る会事務所（石脇
　　字石脇２）
　参加料　無料
　内容　情報交換ほか　※毎週水曜
　　10時～15時は個別電話相談可
　問　谷合さん　☎２３－４４８８

心
身
と
も
に
、
す
こ
や
か
に

健
康

だ 
よ 

り

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

勤務先　本荘由利広域市町村圏組合立休日応急診療所（堤脇45番地）
開設日　日曜、祝日、振替休日、１月２日・３日
雇用期間　平成31年４月１日～平成32年３月31日

申込期限　２月15日㈮
※賃金などの詳細はお問い合わせください。
問　健康管理課

平成31年度
休日応急診療所職員（事務員・看護師）を募集します

　平成31年度の休日応急診療所職員を次のとおり募集します。

応募資格
○事務員（医療事務）
　①平成31年４月１日時点で65
　　歳未満の方
　②医療事務業務経験者であるこ
　　とが望ましい
　※開設日のうち月２～５日程度、
　　９時～17時の勤務

在宅医療・介護に関する地域包括ケア市民フォーラム
「心積もり～話し合って考える人生の最終段階～」

　いざという時に慌てず、自分らしい暮らしを続けるために、在宅ケア経験者の
体験談や在宅医療の情報を共有できる方法、もしもに備えて自己決定を伝えて
おくことの大切さについてお話を聞いてみませんか。どなたでも参加できます。

日時　１月26日㈯　13時半～15時45分
会場　アクアパル　多目的ホール
内容　第１部　在宅ケア経験者からの発表
　　　・在宅介護と看とりを経験して（大内地域の方）
　　　・ナラティブブック秋田を利用した在宅介護について（大内地域の方）
　　　第２部　講演「在宅診療とナラティブブック秋田
　　　　　　　　　  ～本人が主人公のＡＣＰ（人生会議）と連携のあり方～」
　　　　　　　講師　一般社団法人由利本荘医師会　副会長　伊藤伸一さん
申し込み　１月23日㈬まで地域包括支援センターへ　☎２４－６３４５

③認知症予防拠点カフェあまさぎ
　日時　２月14日㈭　10時～14時
　会場　かやぶき荘（岩城冨田字根
　　本10－22）
　参加料　無料
　内容　講話「転倒予防」とコグニ
　　サイズ
　問　渡辺さん　☎６２－５００１
　　※送迎相談可

■本荘第一病院「がん大学」
　がん患者やその家族、がんについ
て勉強したい方など、どなたでも参
加できます。参加無料。
日時　２月２日㈯　10時～11時半
会場　本荘第一病院　８階研修ホール
講師　柴田聡外科部長ほか
申し込み　本荘第一病院　秘書課
 （佐藤・三浦）　☎２２－０１１１

○看護師（診療看護業務）
　①平成31年４月１日時点で65
　　歳未満の方
　②看護師免許または准看護師免
　　許を有すること
　※開設日のうち月１～４日程度、
　　９時～17時の勤務

広告募集中
　市内に事業所や店舗、教室をお持ちの皆さま、広
報ゆりほんじょうに広告を掲載して、会社やお店の
PR、生徒の募集などをしませんか？　広報は市ホー
ムページにも掲載されます。ぜひご活用ください。
【掲載期間】１号単位【色数】２色（うち１色は黒）

※お申し込みは、掲載ご希望号の40日前までにお願いします。

　料金など詳しくは広報課へお問い合わせください。

満100歳 
おめでとうございます

満100歳 
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が贈呈されました

（大正７年12月23日生まれ・岩城亀田大町）

（大正７年12月31日生まれ・岩城亀田最上町）

（大正８年１月１日生まれ・中俣）

（大正８年１月２日生まれ・岩谷町）

（大正８年１月３日生まれ・東由利田代）
～これからもお元気でお過ごしください～

那須ヨシコさん

戸村フヂヱさん

加藤やよえさん

大友トシヱさん

小松　ケイさん
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ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

宛
先
　
広
報
課
　 

「
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ

り
」
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

ちょっとひといき ……

〈12月16日～12月28日受け付け分〉

〈12月16日～12月28日受け付け分〉

佐藤　一郎さん

鎌田　繁光さん

高野　チヱさん

池田　義夫さん

山崎　義勝さん

小野　大吉さん

齊藤　ハルさん

（石脇・87歳）

（鮎瀬・67歳）

（内越・92歳）

（大浦・71歳）

（小人町・81歳）

（薬師堂・85歳）

（猟師町・88歳）

（矢島町荒沢・99歳）

（矢島町荒沢・97歳）

（矢島町荒沢・89歳）

（矢島町七日町・84歳）

（矢島町元町・83歳）

（岩城勝手・87歳）

（岩城滝俣・86歳）

藤原　嘉正さん

鈴木　律子さん

小島　和子さん

工藤テツヨさん

軽部　昭一さん

鈴木　正喜さん

小野　重男さん

（石脇・81歳）

（万願寺・78歳）

（石脇・86歳）

（葛法・100歳）

（古雪町・76歳）

（埋田・76歳）

（館・88歳）

今野　チヨさん

山田　ミサさん

佐藤宇之助さん

畑山彌太郎さん

眞坂　達郎さん

瀧澤　　妙さん

菊地　孝子さん

伊藤　一男さん

三浦　スミさん

正木　好子さん

三浦　金一さん

小松　フミさん

鈴木伊惣夫さん

佐藤安五郎さん

梶原　信男さん

（岩城滝俣・91歳）

（吉沢・89歳）

（黒沢・94歳）

（前郷・75歳）

（東由利老方・93歳）

（鳥海町上笹子・89歳）

（鳥海町小川・91歳）

（鳥海町上笹子・84歳）

人　の動き 12月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　　（　）は前月比

人口　 77,307人     （-70）
男=36,911人    　（-26）
女=40,396人　    （-44）

　　世帯数  30,584世帯　 （+ 6）

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  12月の人身事故発生状況 

　事故件数　   12件
　死亡者数　     0人
　負傷者数　   16人

累計 昨年同期

  　  122件
２人
148人

93件
3人

122人
      （12月31日現在・由利本荘署管内）

ル
ー
ル
を
守
ろ
う

◆
高
血
圧
、
高
血
糖
、
そ
し
て
肥

満
の
改
善
、
体
に
良
い
事
ば
か
り

の
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
速
歩
」
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
体
力
の
向
上
と

歩
き
終
え
た
後
の
心
地
よ
い
汗
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
体
験
し
ま
し
ょ

う
。

（
畑
山
さ
ん
・
60
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
大
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
雪
の
な

い
冬
が
あ
る
は
ず
も
な
く
、
積
も

っ
た
雪
に
は
「
と
う
と
う･

･
･

」
と

い
う
感
じ
で
し
た
。
車
の
出
し
入

れ
の
た
め
の
除
雪
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
70
歳
を
過
ぎ
た
者
と
80
歳
に

近
い
者
の
雪
寄
せ
は
、
だ
ん
だ
ん

と
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
足
腰
と

肩
を
ケ
ア
し
な
が
ら
、
今
年
の
冬

も
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
長
澤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

◆
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
で
き
て
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
！
　
市
が

活
気
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
フ
レ
ー
、
フ
レ
ー
、

由
利
本
荘
！

（
佐
藤
さ
ん
・
50
代
・
矢
島
地
域
）

田村　篤人ちゃん（駿介さん）井戸尻

池部　　輝ちゃん（  潤  さん）川口

新田　純季ちゃん（善和さん）石脇

相澤いろはちゃん（  晶  さん）古雪町

長谷部　想ちゃん（  愛  さん）二番堰

山田　健人ちゃん（  宏  さん）御門

高橋　禮士ちゃん（皓佑さん）薬師堂

佐藤希乃香ちゃん（裕矢さん）薬師堂

佐藤　冬萌ちゃん（裕武さん）八幡下

黒木　一禾ちゃん（優太さん）岩城二古

阿部　佑紀ちゃん（祐輔さん）岩城赤平

伊藤　　杏ちゃん（雄太さん）前郷

遠藤　皐久ちゃん（拓也さん）長坂

明野　龍希ちゃん（良孝さん）岩谷町

釜台　泰綺ちゃん（絢仁さん）東由利老方

ゆうき

　　あん

さく

たつき

たいき

けんと

あやと

ののか　　

ふゆめ

いちか

あつと

　　こう

あつき

　　そう

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、 出張所）にお申し出ください。

　
　
　
だ
ピ
ン
と
こ
な
い
新
元
号
に
変

　
　
　
わ
る
と
い
う
事
実
。「
平
成
」
の
広

報
紙
は
あ
と
６
回
。節
目
に
携
わ
れ
る
こ

と
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
ま
で
以
上
に
気
を

引
き
締
め
て
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　         （
慶
）

　
　
　
ビ
（
ふ
り
が
な
）
を
振
る
か
ど
う

　
　
　
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。特
に

最
近
は
人
名
の
読
み
方
が
多
様
で
す
が
、

全
て
に
振
る
と
逆
に
読
み
づ
ら
い
こ
と

も
あ
り
、基
準
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
　
　
ま
こ
と
き
り
た
ん
ぽ
。皆
さ
ん
は

　
　
　
ど
っ
ち
派
で
す
か
？
　
私
は
だ

ま
こ
派
で
す
。秋
田
と
い
え
ば
き
り
た
ん

ぽ
で
す
が
、
個
人
的
に
は
だ
ま
こ
が
も
っ

と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
も
い
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　（
蔵
）

　
　
　
の
中
、
真
冬
の
奇
祭
と
い
わ
れ
る

　
　
　
の
が
新
山
神
社
裸
ま
い
り
、
新
年

に
当
た
り
、
こ
の
年
で
裸
に
は
な
れ
ま
せ

ん
が
、
ジ
ョ
ヤ
サ
の
掛
け
声
に
五
穀
豊
穣

と
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
気
持
ち
だ
け

は
一
緒
で
す
。　
　
　
　
　
　
　（
竹
内
）

まる雪 だ


